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欧州評議会

• 欧州の主要な人権組織である同組織は、人権、民主主義、法という3つの柱に基づき、
加盟国間の一層の結束を促進することを目指している。

• 46の加盟国が7億人のヨーロッパ人の人権保護を確保するために活動している

• 活動内容は欧州人権条約、および特定の分野（拷問の防止、人工知能、少数派の保護など）に関
する、その他の複数の条約に基づいている

• 差別の禁止、人権、民主主義を含む多様な分野における基準設定に関する政府間の働き

• 独立委員会による条約の監視

• 欧州評議会の基準及び勧告の実施を促進する協力



1.インターカルチュラルアプローチ

2.インターカルチュラルシティプログラム

講演内容の構成：



1.インターカルチュラルアプローチ



インターカルチュラルアプローチ－なぜインターカルチュラルなのか

コミュニティの
構築と結束

文化的権利市民的・社会的権利経済的権利

✔ゲストワーカー

✔✔同化

✔✔✔

マルチカルチュラ
リズム

（多文化主義）

✔✔✔✔
インターカルチュ
ラリズム

都市は多様性にどう対処できるか？

多様性のアドバン
テージに気づく
インターカルチュラル
アプローチ

否定する
同化/多様性なき
平等

過度に強調
する
多文化共生/
包括なき多様性

無視をする
分離/疎外化



インターカルチュラル
アプローチ

平等

•基本的権利、
差別の禁止、
平等な待遇

ダイバーシティ

•多様性と相互性
の認識

•承認

有意義な
インター

アクション

•混ざりあい
•帰属意識と所
有意識

アクティブ

シティズンシップ

•参加
•権力の共有

インターカルチュラルアプローチ－4つの柱

ほとんどの都市は、国籍、出身地、
言語、宗教/信条、性的指向、年齢層
など、多様な人口を抱えている。

インターカルチュラルな統合は、市
民がこの多様性を問題ではなく資源
とみなし、すべての文化が出会うこ
とで変化することを受け入れるよう
奨励する政策アプローチである。そ
れは、個人、個人のコミュニティ、
そして社会全体を巻き込む双方向の
プロセスである。



インターカルチュラルシティとはどのようなものか?

方針

理解

支援と参画

集団行動

変化

包摂的な

コミュニケーション

包摂的な施設
及びインフラ

包摂的な文化

包摂的
ガバナンス

包摂的な
公共サービス



インターカルチュラルな旅

コミットメント－

政治的リーダーシップ
戦略的ナラティブ

共通の概念
フレームワーク

主流化

（分野横断的・
交差性）と
具体的施策

参加 資源

インターカルチュラル

行動戦略の定義

政策の
常時監視・評価

自治体議員と職員の
継続的研修



インターカルチュラルモデルの利点

サービス安全性 仕事行政

インターカルチュラルシティ指数で
上位の都市は

以下の点で優れている

2017年11月にMigration Policy Groupが発表した都市によ
るインターカルチュラル統合アプローチの採用と市民に
よる生活の質の認識の相関関係に関する調査

インターカルチュラル政策が強い都市の大多数の人々：

- 移住者に対して肯定的な態度を持ち、移住者の存在を
肯定的に捉えていた

- 自分の都市は安全で仕事を見つけるのに役立つと思っ
ていた

- 公共サービスは信頼でき、効果的であると考えた



- 都市の実践から生まれ、国家レベルに推奨され、
多層的ガバナンスを通じて強化される

- インターカルチュラル統合に関する勧告CM/Rec(2015) I
- 国家レベルのインターカルチュラル統合戦略のモデル枠組み
（欧州評議会閣僚委員会）

- インターカルチュラル統合のための多層的政策とガバナンスに関する閣僚
委員会の加盟国への勧告（2022年）

- フィンランドとキプロスでのプロジェクト（EUの支援を得て）を通じて
実施

- ローカルなモデルをナショナルに

インターカルチュラルアプローチー複数のレベルでのガバナンス



2.インターカルチュラルシティプログラム



欧州

日本韓国

オーストラリア

モロッコ
メキシコ

カナダ

米国

イスラエル

私たちはどこにいますか?



ICC会員の主なメリット

- ネットワーク -移住者のインターカルチュラルな包摂を確保するとい
う共通の目標に向けて他の都市と協力

- インデックスプロセス -ギャップを見つけ、良い実践を探す
これは、継続的な包摂（インクルージョン）の取組みの基礎となる

- ピア・ラーニングと国際的な専門知識 -良い実践を共有し、高名な国
際的専門家と協力して改善を続ける

- コミュニケーション –欧州評議会によるICCウェブサイトへの掲載、
ICCブランディング、実践一覧、欧州評議会の他の部署へのアクセス

- 大陸横断的な側面 -北米、アジア、ヨーロッパ、オーストラリアの都
市との交流は、共有された課題とそれらに取り組むための多様なアプ
ローチに対する独自の洞察を提供する



ICC指数

すべてのインデックスレポート：https://www.coe.int/en/web/interculturalcities/index-results-per-city

インターカルチュラルシティ指数は、
インターカルチュラル統合モデルに関連した
都市のパフォーマンスを評価する。

インデックスの結果は、都市が政策と資源投資の影響と結
果について、証拠に基づいた判断を下すのに役立つ。



政策イノベーションのための包括的なツールセット

1. 診断およびプロファイリング：ICC指数

2. 政策ガイダンス：政策概要、マニュアル、
戦略設計支援、方法論

3. （ピア）学習とメンタリング：良い実践、
視察、テーマ別イベント、ウェビナー、
トレーニング

4. イノベーション：都市のため、都市とと
もに

5. 戦略的開発：国家レベルに到達



戦略デザインの主要ツール

ステップバイステップガ
イド：
地方自治体がインターカ
ルチュラル統合と包摂の
都市モデルを適用するた
めのツール。

それは多様性を管理する
都市の例を、多様なグ
ループ間の信頼と共有さ
れたアイデンティティの
構築を容易にするための
資源として構築する。

「モデル・フレーム
ワーク」は、国の政策
実践者が以下のような
統合政策を設計するた
めの指針である

- 真のインターカル
チュラル、

- 地域のニーズや状況
を考慮し、

- マルチレベル・ガバ
ナンス・アプローチ
によって設計、実施、
評価されている



テーマ別ツール

インターカルチュラルシティ指数は、
インターカルチュラルシティのパ
フォーマンスの指標としてインターカ
ルチュラルコンピテンスを組み込んで
いる。

インターカルチュラルコンピテンスに
関する研修コースのデザインマニュア
ルは、欧州評議会のインターカルチュ
ラル統合モデルを一貫した多層的なレ
ベルで実施するために必要なスキルと
能力を普及させる目的で、公的機関が
独自に作成した研修コースを設計する
ことを支援する。



ツールの日本語翻訳

https://www.clair.or.jp/j/multiculture/jiam/shujutoshi.html
https://www.clair.or.jp/tabunka/portal/efforts/index.php

ツールの日本語翻訳



ネットワークの課題－ハイレベル

世界中の地方、国レベルの選挙で拡大する反移民のレトリック

オンライン、オフラインを問わず、社会全体に広がる分断、

偽情報、ヘイトスピーチ

国際紛争－人命の損失に加えて、移住にも影響を与える

（例：ウクライナ戦争後のポーランド）

ヨーロッパ内外での民主主義の後退



ネットワークの課題－プログラム

会員需要の拡大、会員の多様なニーズ・要望に一貫して応える必
要性

ネットワークへのメンバーの継続的関与の確保－プログラムの価
値は、各都市が活動に積極的に参加し、経験/良い実践を共有する
ことにある

言語の壁や時差があるにもかかわらず、ネットワークの全メン
バーへの効果的なコミュニケーションを確保する



今後の展望

地域・地方レベルに焦点を当てる－国レベルで支配的なナラティブを超えて、
差異を生み出すことができ、実践的な解決策が必要

多層的ガバナンスを導入し、異なるレベルが効果的に包摂を実現できるよう
にする

反うわさや偽情報に対抗するために参加都市がそうした課題への対応に必要
なツールを提供する

ネットワーク内のすべての都市にアプローチし、そのニーズを理解するとと
もに、インターカルチュラルな包摂のアプローチに対する国際的な認知を高
める

支援を求める加盟都市には、きめ細かい支援を提供し、新たな事態に迅速に
対応できるようにする



https://www.coe.int/interculturalcities/

ご清聴ありがとうございました！



戻る


